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研究成果の概要（和文）：ハブ細胞は、その活動特徴より、脳機能発現や脳の恒常性維持、疾患などに関連する
と考えられる。脳機能に関わるハブ細胞が、どういった要因でハブ細胞となったのかの因果関係を明らかにする
ことは重要である。本領域では、、広視野２光子イメージング法で観察されるハブ細胞の生理手学的特徴、遺伝
子発現の特徴および形態的特徴を抽出することである。本総括班では、この分野に関連する領域内外の研究者を
シンポジウム等への参加を促し、積極的に情報交換を行うなどの運営を行ってきた。その結果、学生からシニア
研究者が密に交流できる場を提供し、有意義な議論がなされ、新しい共同研究の開始など、ハブ細胞に関する研
究分野が開拓された。

研究成果の概要（英文）：Hub neurons are believed to be linked to brain function, brain homeostasis, 
and disease based on their activity patterns. Understanding the causal relationship between these 
crucial hub neurons and the factors that make them become hub neurons is a challenging and essential
 task. The aim of this project is to uncover the physio/pathological, gene expression, and 
morphological characteristics of hub neurons. This group has successfully encouraged researchers 
both within and outside of this field to participate in symposium and exchange information actively.
 Consequently, the group has provided an avenue for robust interactions between junior and senior 
researchers, leading to productive discussions, the initiation of new collaborative research, and 
the pioneering of the research field related to hub neurons.

研究分野：神経科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
精神・神経疾患などにハブ細胞が関連している可能性があり、本分野に関わる研究者を増やし、開拓することは
意義深い。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
総括班では本研究を推進するため、各班の連携を強化し、シンポジウム開催などで領域の展開、
若手育成を目指す。具体的には以下の３つの活動を行う。①研究者同士の相互コミュニケーショ
ンの充実を充実させ、各々の研究分野と学際領域研究のいずれも実行可能な研究者の育成およ
び共同研究の活性化を促進する。②若手研究者に対する研究支援、海外派遣、若手グループを中
心とした研究組織形成により、新しい学術領域を担う若手研究者の育成を目指す。③国際学術
誌・国際会議への積極的な発信により、研究分野の認知度をあげ、将来的な国際共同研究の基盤
を形成する。領域内研究者間での密な情報交換・領域全体の相互理解を深めるために、総括班主
催の領域全体会議を毎年度末に開催する。 
 
２．研究の目的 
本研究領域は、神経生理・計算理論・バイオインフォマティクスという異なる分野間の密な連携
により、脳領域間での協調的活動を担保するハブ細胞の生理学的機能・役割を多角的視点から解
明することが目的であり、総括班は領域研究活動の円滑な実行を推進することが目的である。本
総括班は、企画実行委員・広報連携委員・事務委員と代表によって構成され、領域研究の方針策
定・各計画研究班の進捗管理に努めつつ、領域を拡大するためのワークショップを企画・運営す
る計画であった。 
 
３．研究の方法 
領域アドバイザーや学術調査官を含め、領域班や班友、関連研究者や若手研究者、学生にメール
や SNS、HP を介してシンポジウムへの参画を促した。コロナ禍であることも考慮しワークショッ
プは行わず、シンポジウムをオンラインまたはハイブリッドで開催し、領域内研究者間での密な
情報交換・領域全体の相互理解を深めた。 
 
４．研究成果 
領 域 の twitter （ https://twitter.com/ClusterHub_D ） や Ｈ Ｐ （ https://cluster-hub-
dynamism.com/）（右図）を開設し、シンポジウムや研究員募集の告知、論文発表などを発信した。
2020 年度では、このシンポジウ
ムでは、領域の概要と目標、各班
の紹介を行った。具体的には、村
山班は、脳状態毎の超広域神経
活動記録とクラスタ/ハブ細胞
の選択的操作法の開発高田班は
クラスタ/ハブ細胞を決定する
遺伝子・鍵分子経路の特定およ
びヒト疾患との関連解析につい
て、竹田班は、脳ネットワークに
おける高速・高精度な機能的ク
ラスタ/ハブ細胞の検出法の開
発について紹介した。その後、ア
ドバイザーと調査官からコメン
トを頂いた。Q＆A では一般参加
者から領域全体または各班への質問が多数寄せられ、全体として大変に盛況であった。2021 年
度では、領域会議を 3回、シンポジウムを 1回開催し、研究の進捗と今後の方針を確認した。若
手研究員や学生にも発表してもらい、議論を通して自分の研究を客観的に捉える環境を提供し
た。シンポジウムでは、領域外で異分野の研究者らを招待し議論することで、参加者自身の研究
の視野を広げる環境も提供した。学術調査官、領域アドバイザーにも参加していただき、領域ア
ドバイザーからは今後の計画や進捗に関して質問やアドバイスをいただいた。領域に参画する 3
班から、論文化された成果が紹介され、今後の展開が議論された。その他、シンポジウムで議論
された内容の例として、現状、PA-Cre を用いた実験の難易度が高く、これが 3 班連携における
パイプライン構築のボトルネックになっているので、PA-Cre 利用の代替案などが検討された。2
光子イメージング中の光刺激法が他グループから報告されているが、単一細胞刺激を保証する
検証実験が詳細に行われていない現状である。本領域では、しっかりとした検証実験が行われる
よう、具体的な実験方法が議論された。村山班で取得した大規模データを誰がどのような手法で
解析するかなど議論された。学術的な議論以外にも、計算機サーバーの管理運営方法、大規模デ
ータ受け渡し方法等の研究倫理・セキュリティに関しても議論した。最終年度では、まず 2022
年 12 月に次世代脳プロジェクトにて、オープンなシンポジウムを開催。2023 年 3月には、領域
アドバイザーでありマックスプランクフロリダの研究ディレクターである安田涼平先生を含め、
二 日 間 に わ た る 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム を 開 催 し た （ https://cluster-hub-



dynamism.com/information/post-241/）。どちらのシンポジウムでも、領域の概要と目標、各班
の紹介を行った。具体的には、村山班は、脳状態毎の超広域神経活動記録とクラスタ/ハブ細胞
の選択的操作法の開発、高田班はクラスタ/ハブ細胞を決定する遺伝子・鍵分子経路の特定およ
びヒト疾患との関連解析について、竹田班は、脳ネットワークにおける高速・高精度な機能的ク
ラスタ/ハブ細胞の検出法の開発について進捗と研究成果を紹介した。また、領域内外の若手研
究者にも講演をしていただき、関連領域の研究者との交流と情報交換を行った。領域自体は 2023
年 3月で終了するが、引き続き、班員、班友間で共同研究を行い、本領域の研究目的の達成に尽
力していくことを確認した。 
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